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Fig. 1 Al Composition 100th Anniversary Portrait
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2. NTAAMMIC X B AIRBHE
2.1 Al Gaudi 3D Projection Mapping
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Fig. 2 Al Gaudi 3D Model and Projection Mapping
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Fig. 3 Al Gaudi 3D Projection Mapping Background Image



	1990年代頃にコンピュータが一般に普及すると共に芸術表現をプログラミングによって実装することが行われるようになった。人工生命の概念は1980年代には存在していたが、コンピュータによるジェネラティブアートはMax/MSP, Pure Data, Processingなどのアーティスト向けの開発環境と共に2000年代に入って盛んになった。2010年代にはニューラルネットワークの性能が格段に向上し、ディープラーニングを芸術分野に応用する例が登場した。2020年代には自然言語を扱うニューラルネットワーク...
	本稿では筆者が2023年度に制作し、展示したジェネラティブアートの作品2点を解説し、その後、生成AIの基盤となっている大規模言語モデルの可能性について論じる。ジェネラティブアートと生成AIの両者には、いずれもジェネラティブ、すなわち、生成という語が含まれているが、各々の持つ意味合いは、かなり異なり、その違いについても考察する。
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